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参
議
院
選

挙
で
小
３

の
孫
が
支

持
し
た
候

補
者
は
吉

良
よ
し
子

さ
ん
だ
っ

た
▼
そ
の

理
由
は
宿

題
の
〝
撤
廃
〟
を
主
張
し

て
い
る
か
ら
だ
と
い
う
。
な

る
ほ
ど
と
思
っ
た
▼
孫
の
国

語
の
教
科
書
を
開
い
て
み
た

が
、
感
動
す
る
児
童
文
学

が
見
当
た
ら
な
い
。
じ
ー

じ
ー
が
「
雨
ニ
モ
マ
ケ
ズ
」

の
詩
を
朗
読
し
て
あ
げ
た
が

孫
の
反
応
は
イ
マ
イ
チ
だ
っ

た
▼
地
域
の
野
球
チ
ー
ム

に
入
っ
た
。
初
戦
は
10
点
差

で
大
敗
。
一
塁
を
踏
ん
だ

選
手
は
我
が
孫
だ
け
。
ピ
ッ

チ
ャ
ー
前
の
ぼ
て
ぼ
て
の
ゴ

ロ
を
セ
ー
フ
に
し
た
▼
将
来

は
高
校
野
球
か
ら
プ
ロ
野

球
、
そ
し
て
大
リ
ー
グ
を
目

指
す
と
い
う
。
今
は
プ
ロ
野

球
選
手
の
伝
記
に
夢
中
だ
。

タ
カ
ラ
さ
ち
か
さ
ん
初
当
選

「
沖
縄
の
民
意
を
形
に
で
き
た
」

　

７
月
20
日
、
参
議
院
議
員

選
挙
が
投
開
票
さ
れ
、
沖
縄

選
挙
区
は
「
オ
ー
ル
沖
縄
」

の
タ
カ
ラ
さ
ち
か
さ
ん
が

26
万
５
２
０
３
票
を
獲
得
し
、

初
当
選
を
果
た
し
ま
し
た
。

　

タ
カ
ラ
さ
ん
は
、
暮
ら
し
、

平
等
、
平
和
の
観
点
か
ら
３
つ

の
「
生
き
る
」
を
掲
げ
、
選
挙

戦
を
展
開
。
食
べ
て
い
く
こ
と

さ
え
困
難

な
状
況
を

生
ん
で
い

る
物
価
高

に
対
し
、

消
費
税
や

ガ
ソ
リ
ン

税
の
減
税

を
訴
え
ま

し
た
。
一

方
の
自
民

党
は
「
何

と
し
て
も

消
費
税
を

守
り
抜

く
」（
森

山
裕
幹
事

長
）
と
強

調
。
同
党

か
ら
立
候

補
し
た
奥
間
亮
氏
は
「
沖
縄
特

別
減
税
」
を
打
ち
出
し
、「
沖

縄
自
民
党
は
本
土
の
自
民
党
と

は
違
う
」
と
打
ち
消
し
に
走
り

ま
し
た
が
、
支
持
は
広
が
り
ま

せ
ん
で
し
た
。

　

平
和
の
問
題
で
も
、
タ
カ
ラ

さ
ん
は
辺
野
古
新
基
地
建
設
や

那
覇
軍
港
の
浦
添
移
設
、
南
西

諸
島
で
進
む
自
衛
隊
ミ
サ
イ
ル

配
備
に
明
確
に
反
対
し
、
相
手

候
補
と
の
対
決
点
が
鮮
明
に
。

自
民
党
な
ど
か
ら
繰
り
返
さ
れ

る
沖
縄
戦
を
巡
る
歴
史
の
歪
曲

に
つ
い
て
も
、
絶
対
に
許
さ
な

い
と
訴
え
抜
き
ま
し
た
。

　

14
日
に
は
、
那
覇
市
で
政
党

演
説
会
が
行
わ
れ
、
日
本
共
産

党
の
志
位
和
夫
議
長
、
立
憲
民

主
党
の
野
田
佳
彦
代
表
、
社
民

党
の
福
島
瑞
穂
党
首
が
そ
ろ
い

踏
み
。
玉
城
デ
ニ
ー
知
事
も
参

加
し
、「
オ
ー
ル
沖
縄
」
の
団

結
を
示
し
ま
し
た
。

　

タ
カ
ラ
さ
ん
を
応
援
す
る

人
々
の
輪
は
日
増
し
に
広
が

り
、「
自
民
党
員
だ
け
ど
、
今

の
自
民
党
は
信
用
で
き
な
い
か

ら
タ
カ
ラ
さ
ん
に
投
票
し
て
き
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日
本
共
産
党
５
名
当
選

　

参
議
院
議
員
選
挙
と
同
日
に

行
わ
れ
た
那
覇
市
議
会
議
員
選

挙
（
定
数
40
）
で
、
日
本
共
産

党
は
古
堅
茂
治
、
湧
川
朝
渉
、

我
如
古
一
郎
、
前
田
千
尋
、
西

中
間
久
枝
の
５
名
が
当
選
し
ま

し
た
。
上
原
安
夫
は
及
び

ま
せ
ん
で
し
た
。

   

５
名
は
翌
日
、
赤
嶺
政

賢
議
員
ら
と
街
頭
に
立
ち
、

選
挙
結
果
と
公
約
実
現
に

向
け
た
決
意
を
報
告
。
古

堅
市
議
団
長
は
、
多
数
激

戦
の
市
議
選
で
６
人
全
員

勝
利
に
届
か
な
か
っ
た
も

の
の
、
参
院
沖
縄
選
挙
区

で
は
「
オ
ー
ル
沖
縄
」
代
表

の
タ
カ
ラ
沙
哉
氏
が
自
民
候

補
に
快
勝
し
た
こ
と
を
力

公約実現への決意を固める那覇市議と赤嶺議員ら

■第四次嘉手納基地爆音訴訟定期総会に
参加（5月31日）
■沖商連第43回定期総会で挨拶（6月1日）
■オール沖縄会議主催の辺野古新基地建
設に反対する院内集会に参加（同 3日）
■東京医労連の請願デモを激励（同 5日）
■「戦争止めよう！沖縄・西日本ネットワー
ク」主催の政府交渉、全国空襲連主催
の緊急院内集会に参加（同 6日）
■辺野古ゲート前で行われた県民大行動
に参加（同 7日）
■日本共産党の山添拓政策委員長を招い
た街頭演説会で訴え（同 8日）
■沖縄原水協の平和行進に参加（同 15日）
■嘉手納、普天間爆音訴訟原告団主催の
米軍による人権侵害・環境破壊・基地機
能強化に反対する緊急集会（同 16日）
■ガマフヤーの沖縄戦慰霊祭・南部遺骨
土砂問題政府交渉に参加（同 17日）
■空襲議連に出席（同 19日）
■沖縄全戦没者追悼式に出席（同 23日）
■沖縄県主催のシンポジウム「戦後 80 周
年の沖縄から国際平和を考える」に参加
（同 24日）
■豊見城市の空手会館で行われたタカラさ
ちか総決起大会に参加（同 28日）
■宮森小学校ジェット機墜落事件慰霊祭に
出席（同 30日）
■タカラさちか出発式に参加（7月3日）

■ハンセン病療養所所在市町連絡協議会
総会及び意見交換会に参加（同 10日）
■日本共産党の小池晃書記局長を招いた
街頭演説会で訴え（同 13日）

■タカラさちか小禄総決起大会で訴え（同
18日）
■米軍が石垣市の伊野田漁港を救難訓練
の目的で使用していた問題で現地調査
（同 25日）
■小禄事務所祝勝会に参加（同 26日）
■���������������� 宇栄原������������� 大綱引きに参加（同 27日）
※紙幅の都合上、選挙の集会・街頭宣伝
について全ては記載していません。

た
」「
西
田
発
言
だ
け
は
許
さ

な
い
」
と
声
を
か
け
て
く
れ
る

人
が
増
え
て
い
き
ま
し
た
。
演

説
を
聞
い
た
人
が
心
を
打
た
れ

て
、
友
人
に
支
持
を
広
げ
る
な

ど
、
県
民
一
人
ひ
と
り
の
立
ち

上
が
り
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

　

当
確
後
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で

タ
カ
ラ
さ
ん
は
「
沖
縄
の
声

を
必
ず
国
政
に
届
け
、
平
和
の

一
議
席
を
守
り
抜
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
い
う
思
い
が
あ
っ

た
」
と
語
り
、
選
挙
戦
を
通
じ

て
「
沖
縄
の
民
意
を
形
に
で
き

た
」
と
語
り
ま
し
た
。

　

８
月
１
日
、
う
り
ず
ん
の
会

の
国
会
議
員
に
迎
え
ら
れ
、
初

登
院
を
果
た
し
ま
し
た
。

この間の活動

説
。「
全
国
で
も
消
費
税
減
税
を

掲
げ
る
野
党
が
躍
進
し
、
参
院

で
自
公
を
少
数
に
追
い
込
ん
だ
。

保
革
を
超
え
た
オ
ー
ル
沖
縄
の

団
結
を
さ
ら
に
強
め
、
必
ず
前

進
し
て
い
こ
う
」
と
訴
え
ま
し

た
。

   

赤
嶺
議
員
は
、
自
民
陣
営
が

「
沖
縄
自
民
党
は
本
土
の
自
民

党
と
は
違
う
」
と
繰
り
返
し
た

こ
と
に
つ
い
て
、
沖
縄
の
自
民

党
が
基
地
に
反
対
し
た
事
実
は

な
い
と
批
判
。「
自
民
党
政
治

を
追
い
つ
め
な
い
限
り
、
県
民

の
平
和
も
暮
ら
し
も
守
れ
な

い
」と
強
調
し
、「
力
を
合
わ
せ
、

日
本
の
政
治
を
変
え
よ
う
」
と

呼
び
か
け
ま
し
た
。

沖
縄
戦
美
化
の
学
習
資
料 

使
用
中
止
を 

赤
嶺
議
員
が
追
及

　

���������









赤
嶺
政
賢
議
員
は
６
月
12
日

の
衆
院
安
全
保
障
委
員
会
で
、

陸
上
自
衛
隊
の
幹
部
候
補
生
学

校
が
沖
縄
戦
当
時
の
旧
日
本
軍

第
32
軍
に
よ
る
持
久
戦
を
「
本

土
決
戦
準
備
の
た
め
に
偉
大
な

貢
献
を
な
し
た
」
と
評
価
す
る

学
習
資
料
を
作
成
し
て
い
た
問

題
を
取
り
上
げ
、
使
用
中
止
を

要
求
。
中
谷
元
防
衛
相
は
「
学

校
に
お
い
て
資
料
の
見
直
し
作

業
を
進
め
て
い
る
」
と
し
な
が

ら
、「
捨
て
石
作
戦
」
だ
っ
た

と
の
認
識
は
「
一
切
持
っ
て
い

な
い
」
と
強
弁
し
ま
し
た
。

質問する赤嶺議員

那
覇
市
議
選


